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一

　
次
の
文
章
は
、
近
代
化
の
過
程
で
給
食
と
い
う
共
食
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
一
節
で
あ
る
。
明
治
維
新
で
、
都
市
や
農
村
の

社
会
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
二
〇
二
一
年
現
在
の
様
々
な
社
会
状
況
を
考
え
、
共
食
の
意
味
、
そ
の
あ
り
方
、
ま
た
そ
の
役
割
が

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
か
を
四
〇
〇
字
程
度
（
三
六
一
字
か
ら
四
四
〇
字
ま
で
）
で
論
じ
な
さ
い
。
な
お
、
改
行
し
た
空
白
部
分
や
、
句
読
点
、
鉤
括
弧
な

ど
も
字
数
に
含
め
る
。
（

50
点

）

（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）

―



（
原
田
信
男
『「
共
食」

の
社
会
史』

に
よ
る。
一

部
改
編
し
た。）
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（
著
作
権
の
関
係
で
不
掲
載
）





【ERIC C. RATH, OISHII: THE HISTORY OF SUSHIによる。 一 部改編した。］
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二 　以下の英語の文章は、日本における寿司屋の歴史を紹介する文章の一部である。以下の問
題に答えなさい。（50点）

（著作権の関係で不掲載）




